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Q11b 銀河系におけるArmと Interarmでの星形成効率の対比
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気球搭載望遠鏡 BICE (Balloon-borne Infrared Carbon Explorer) を用いた銀河面のサーベイ観測 (76◦ ≥ l ≥ 280◦) か
ら、[C II] 158 µm 輝線の放射率 ǫ[CII] （単位時間・単位体積・単位立体角あたりに放射されるエネルギー）の動径分布を求
めた。これまでの解析では、これを 12CO(J = 1−0) 輝線の放射率 ǫCO と比較すると、銀河系の spiral arm での ǫ[CII]/ǫCO

比は interarmでのそれよりも有意に大きいことがわかった。このことは、arm での星形成効率が高いことを示している
（’95 年秋季年会）。
今回は、遠赤外連続波 (FIR) も含めて、arm と interarm の紫外光強度と星形成効率の定量的な見積をした。まず、ǫ[CII] ,

ǫCO , ǫFIR の相対的な放射率と、光解離領域モデル (Wolfire et al. 1989; Stacey et al. 1991) との比較から arm と interarm
での平均的な紫外光強度を見積もると、arm では G0 ∼ 2-6 × 102, interarm では G0 ≤ 2 × 102 となった。ここで、ǫFIR
は FIR の放射率を、G0 は太陽近傍の紫外光強度 1.6 × 10−3 ergs s−1 cm−2 (Habing, 1968) で規格化された星間紫外光の
強度を、それぞれ表している。
さらに、armと interarm で、星形成による分子ガスの depletion rate（星形成効率）を求めると、arm では ∼ 5 × 10−10

(yr−1), interarm では ∼ 1 × 10−10 (yr−1) となった。


